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に
力
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
の
、

「
己
の
欲
せ
ざ
る
と
こ
ろ
は
人
に
施
す
こ
と
な
か
れ
」
と
い
う

「
己
を
推
し
て
人
に
及
ぼ
す
」
修
為
は
、
自
己
を
欺
か
な
い
誠
質
さ
と
し
て
の
「
忠
」
を
撒
充
し
て
、
他
人
を
欺
か
な
い
誠
宜
さ
と
し
て

の
「
信
」
と
統
一
さ
せ
た
綜
合
的
な
立
場
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
さ
れ
ば
こ
そ
「
忠
」
と
「
信
」
と
い
う
静
態
的
・
内
外
並
立
的
な
素

材
の
概
念
を
越
え
て
、
「
恕
」
は
動
態
的
、
内
外
統
一
的
な
仁
の
修
為
と
見
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

東
京
大
學
史
料
編
築
所
所
蔵
の
「
書
生
寮
名
癖
」
（
寓
本
）
の
出
所

は
不
明
と
記
し
た
が
、
そ
の
後
沼
田
次
郎
氏
を
通
じ
て
桃
裕
行
氏
の
御

数
示
を
受
け
、
ま
た
伊
東
多
三
郎
氏
よ
り
も
直
接
御
敦
示
を
え
た
。
そ

れ
に
よ
る
と
史
料
編
纂
所
本
は
故
高
瀬
代
次
郎
氏
の
蒋
蔵
本
（
新
寓
本
）

で
、
嘗
時
赤
門
前
の
木
内
書
店
か
ら
他
の
儒
學
史
料
と
共
に
購
入
さ
れ

た
こ
と
が
判
明
し
た
。
な
お
本
件
に
つ
い
て
は
、
伊
東
多
三
郎
氏
「
江

戸
時
代
後
期
の
事
Cal

生
史
管
見
」
（
「
日
本
歴
史
」
昭
和
四
十
七
年
正
月
挑
）

の
註
に
ふ
れ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
同
氏
に
よ
れ
ば
岡
鹿
門
（
仙
塁
士
、

昌
平
校
の
舎
長
）
の
子
孫
に
偲
わ
っ
た
も
の
は
日
比
谷
闘
書
館
に
入
っ

．
た
由
で
あ
る
。
以
上
の
次
第
で
、
石
川
博
士
の
用
い
ら
れ
た
姓
名
舘
に

つ
い
て
の
推
察
も
今
後
再
検
討
し
た
い
。
（
昭
和
四
十
八
年
九
月
記
）

「
懐
徳
堂
本
昌
平
憐
書
生
寮
姓
名
録
の
公
刊
に
あ
た
っ
て
」

「
仁
」
の
内
容
と
し
て
の
修
為
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

と
も
か
く
こ
の
よ
う
に
、

こ
の
文
の
傍
貼
の
部
分
も
、

「
恕
」
を
言
っ
て
い
る
こ
と
は
明
か
で
あ
っ
て
、
子
貢
と
の
問
答
に
お
け
る
孔
子
の
答
え
で
あ
る
こ
と
は
、

上
掲
術
盛
公
篇
の
子
貢
と
孔
子
と
の
問
答
に
お
け
る
孔
子
の
答
え
に
「
恕
」
を
説
い
て
い
る
の
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
。
子
貢
の
聞
い
た

と
こ
ろ
で
は
、
「
仁
」
の
内
容
と
し
て
の
修
為
は
「
恕
」
で
あ
っ
て
1

上
掲
顔
淵
篇
に
よ
れ
ば
、
仲
弓
の
聞
い
た
と
こ
ろ
も
亦
「
恕
」

で
あ
っ
た
ら
し
く
ー
'
|
、
曾
子
の
様
に
特
に
「
忠
」
を
添
え
て
強
調
し
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
恕
」
も
し
く
は
「
忠
恕
」
は
「
仁
」
の
内
容
と
し
て
の
修
為
そ
れ
自
身
で
あ
る
が
、
前
述
の
如
く
、

は
「
仁
」
の
素
材
で
こ
そ
あ
れ
、
未
だ
直
ち
に
「
仁
」
と
す
る
に
は
足
ら
ず
、
更
に
「
好
學
」
と
い
う
要
素
を
加
え
て
一
層
の
修
為

し
て
み
れ
ば
「
恕
」
と
い
う
の
は
、
「
忠
信
」
に
「
好
學
」
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た

orl閲
日
、
「
如
有
博
施
於
民
、
而
能
演
衆
、
何
如
、
可
謂
仁
乎
」
、
子
曰
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

立
而
立
人
、
己
欲
逹
而
逹
人
、
能
近
取
管
、
可
謂
仁
之
方
也
已
」

（
薙
也
）

論
語
に
現
わ
れ
た
信
の
概
念
に
つ
い
て

（
本
誌
第
四
十
二
琥
）
の
補
正

、
、
、
、
、

「
何
事
於
仁
、
必
也
聖
乎
、
亮
舜
其
猶
病
諸
、
夫
仁
者
已
欲

/‘ 

「
忠




